
 
 
 
 

 
別所地区 

市政懇談会資料 
（書面回答） 



書面回答

農業振興課
生活環境課

道路河川課

道路河川課

2 道路河川工事依頼の一本化（情報共有）について

3 別所町公民館西側から下流域水路の整備について

地区からの意見・提言（書面回答）

別所地区

意見・提言の内容

1 松田養鶏場からの悪臭について
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市政懇談会 書面回答 
地区名 別所地区 

意見・提言等 １ 松田養鶏場からの悪臭問題について 
（石野） 

（内容） 
夏期前後は、特に風が吹く時、石野地区の南側にある松田養鶏場

からの悪臭、羽根の飛散による生活環境の悪化は年々ひどいもの

になっている。 
 市の介入により、地域住民と松田養鶏場の２者間の話し合いを

仲介していただき問題解決を行いたい。 

回 答 （担当課）産業振興部 農業振興課 
     市民生活部 生活環境課 

 夏場における悪臭や羽の飛散について、お聞きした現状につい

て、松田養鶏場に伝え、松田養鶏場から、地区に対して説明を行う

よう申し入れしました。説明会等が開催される場合は、市も同席い

たします。 
 なお、養鶏の指導監督は兵庫県家畜保健衛生所が所管されてい

ます。また、家畜の糞尿については、「家畜排せつ物の管理の適正

化及び利用に関する法律」に基づき、加東農林事務所が所管されて

います。 
松田養鶏場からの悪臭問題は、令和２年度に苦情が寄せられ、市

が立入検査などを行い、改善指導を行ってきました。 
令和３年１２月２２日には、松田養鶏場から、羽飛散・臭気につ

いての現状と今後の対応策について地区への説明と意見交換も行

われ、今後、対応の迅速化のために、地区と松田養鶏場の横尾副社

長とで、直接連絡が取れる体制が出来ています。 
その後の令和４年６月２７日に、羽の飛散と悪臭について石野

地区から苦情があり、現地確認のうえ、松田養鶏場に確認したとこ

ろ、気温の上昇とともに鶏舎内の換気システムをフル稼働したこ

とが要因で換気システムを通り抜け、外に飛散したのではないか。

悪臭については、悪臭対策として発酵用コンポストに設置した軽

石脱臭装置がうまく作動しなかったため、修理待ちとなっている

ことが原因ではないか、との報告を受け、石野地区区長にその旨の

連絡と説明を要請し、６月３０日に報告されています。 
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同年１２月に松田養鶏場に確認をしたところ、７月以降地元か

らの苦情の連絡はないこと、羽の飛散については換気システムを

羽が通り抜けないような対策を講じたこと、脱臭装置についても

９月中に改修ができ、想定どおりの効果を発揮しているとの報告

を受けています。 
今年は、例年にない猛暑となっており、松田養鶏が実施してきた

対策が、想定通りの効果を発揮しているかについて、８月２２日に

立会調査を行い、鶏糞の発酵コンポストや脱臭装置の作動状況を

確認してきました。結果として、羽の飛散や匂いが全くないという

状況ではありませんが、羽や悪臭に対する対策は適正に管理され

ていることを確認したところです。 
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市政懇談会 書面回答 
地区名 別所地区 

意見・提言 ２ 道路河川工事の一本化（情報共有）について 
（東這田） 

（内容） 
 道路・河川工事の依頼の一本化（情報共有）ができないか。 
国・県・市の所管が判断しづらい。どこに言えばいいかわからない

ことがある。要望から実施まで時間がかかることがある。 
回 答 （担当課）都市整備部 道路河川課 
管理者が分かりにくい場合は、市へご連絡いただきましたら、管

理者との連絡調整等を行いますので、よろしくお願いします。 
なお、道路・河川の工事につきましては、基本的には、その管理

者が対応することとなりますので、管理者が分かる場合は、そちら

にご連絡いただきますようよろしくお願いします。 
また、ご要望を頂いてからの実施につきましては、その内容によ

り時間がかかることがございますので、ご理解のほどよろしくお

願いします。 
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市政懇談会 書面回答 
地区名 別所地区 

意見・提言 ３ 別所公民館西側から下流域水路の整備につ

いて（西這田北） 
（内容） 
 別所公民館西側から下流水路の整備の進捗状況、整備計画をお

聞きしたい。 
回 答 （担当課）都市整備部 道路河川課 
下流域については、農地も含む流域が広いことから、現地の状況

について注視し、状況に応じた検討をして参りたいと考えており

ますので、ご理解よろしくお願いします。 
過年度に、先ずは公民館周辺の水路整備からとのご要望を受け、

上流部分の整備について、流域を変えずに流下能力を満たす断面

の側溝整備をさせていただきました。それに伴う下流域への総流

量の変化はないと考えております。 
今年度は、その上流部分の東側について水路整備を実施する予

定です。 
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